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神奈川県立保健福祉大学 在原 理恵 

 

津久井やまゆり園での事件を取り巻く様々な課題と同園の再生に関連して、多くの方たちが心を寄

せ、熱心に意見を交わし、表明しています。この間、私は、神奈川県が障害者施策審議会に設置した

「津久井やまゆり園再生基本構想策定に関する部会」の委員となり、議論に加わりました。この部会

は 2 月から 8 月まで 12 回の審議を経て、検討結果報告書（案）を取りまとめました。  

部会での議論に参画した中で最も印象に残っているのは、最終回の審議が終了した時、傍聴してい

た園の利用者のご家族から発言があり「部会の議論は私たち家族の思いに全く寄りそってもらえなか

った。とても残念だ。」という趣旨のことを怒りに満ちた表情で話されたことでした。部会の報告書

は入所者を 2 ヶ所の施設に「分散」させる案だと受け取られ、報道でも「分散案」という見出しが

散見されました。しかし、この報告書の核心は「入所者本人の意向尊重と、そのために複数の選択肢

を用意する」ことだったのですが。先のご家族の言葉を聞いて私が痛いほど感じたことは、「人は、

自分に関することを他者に勝手に決められたと感じると、こんなにも傷つき、辛いのだ」ということ

でした。自分の存在が軽んじられている、否定されていると感じるのだと思います。・・・それは、

障害のあるご本人もきっと同じです。  

社会によってご家族が背負わされているものの重みを少しでも共有したいと願いつつ、やはり、

「ご本人の思いや選択とご家族の思いや選択はズレるかもしれない」という前提に立たねばなりませ

ん。そして「みんなそろって津久井に帰りたい」と主張されていた家族会の皆さんの痛みを受け止め

ながらも、一人ひとりを本当に大切にするには、「それぞれの生き方の選択は多様であるはず」とい

う前提に立つ以外ありません。これらは、他者の人生に大きく関わることを、ご本人からは離れた場

で議論する不安の中で、私が最終的に確信したことでした。  

大切なのは、これから本格的に始まる入所者の意思決定支援の質です。そして、ご本人の思いに応

えられる資源づくりです。そのためにまずは、ご本人の味方になる人をもっともっと増やし、つなが

っていくことが必要です。援助者を孤立させないためにも。 

 

『FAS-net 会員紹介』（船橋障害者相談支援事業所連絡協議会） 

 （有）アシストひだまりの家ホームヘルプサービス 

 相談支援専門員 松本 美穂 

 

 （有）アシストは、平成９年１２月設立しました。「住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けたい」

地 域 と 共 に 生 き る 

津久井やまゆり園の再生に関する議論の中で 



をテーマにホームヘルパーの派遣事業を中心に心の通ったケアで介護される人、介護する人の生活を

トータルにサポートすることを目標に運営してきました。  

（有）アシストひだまりの家ホームヘルプサービスは障害福祉サービスとしては、相談支援をはじ

め、居宅介護、重度訪問、同行援護、移動支援を実施しています。  

また、介護保険サービスとしては、訪問介護、居宅介護支援、通所介護、認知症対応型共同生活介

護、介護タクシーを運営しています。  

相談支援事業は、平成２４年１２月より開始していますが、障害によってそのニーズはさまざまで

す。私たちはご利用者やご家族に寄り添い、地域で安心して生活できるよう 

に、いろいろなサービスを組み合わせながら計画を作成しています。  

現在、相談員は３名で対応させて頂いています。ご利用者が、自立した 

日常生活や社会生活を営む事ができるよう、そして、地域のお役に立てる 

事業所になれるように、スキルアップしながら頑張っていきたいと思って 

います。 まずはお気軽にご相談ください。 

 

   社 会 福 祉 法 人 さ ざ ん か 会 の ま る 

      相談支援専門員 安孫子 登 

1954（昭和 29）年、船橋市在住の知的障害のある子どもをもつ数名の親たちが、「わが子にも

人並みの幸せを」と立ち上がり、活動を始めました。それが「船橋市手をつなぐ育成会」の誕生であ

ります。そして、自分たちで本格的に社会福祉事業を開始するために 1972（昭和 47）年に設立し

たのが社会福祉法人さざんか会であります。つまり、母体は育成会であり、この育成会とさざんか会

は車の両輪のように、お互いに支え合いながら歩んでまいりました。  

 障害があろうがなかろうが、私たちは幸せに生きることを望みます。「こんな毎日でありたい」、

「こんな人生を送りたい」、人によりたくさんの想いや願いがあります。  

 さざんか会は障害のある人たちの暮らし作りを応援します。お一人おひとりの想いや願いに寄り添

いながら、可能な限りの実現を目指します。そのために、満足していただけるサービスをお届けする

ことを心がけています。さざんか会のまる相談支援事業は平成 29 年 4 月より開始させていただいて

おります。どうぞお気軽にご連絡ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 と 共 に 

ＮＰＯ法人船橋福祉相談協議会主催講演会について 

演 題： 問われる共生社会 

～津久井やまゆり園の再生を巡る議論から見えてきたこと～ 

日 時： 平成 29 年 11 月 11 日（土） 12：00 受付 

     12：30 開始 16：30 終了  

 場 所： 船橋市保健福祉センター 2 階 大会議室 

 講 師： 神奈川県立保健福祉大学准教授・神奈川県障害者施策審議会 

      津久井やまゆり園再生基本構想策定に関する部会委員 

     在原 理恵（ありはら りえ）氏 

シンポジスト 

・泉 幸江 氏 （千葉県手をつなぐ育成会権利擁護委員会委員） 

・奈良崎真弓 氏 （にじいろでＧＯ！ 会長） 

・佐藤彰一 氏 （ＰＡＣ法律事務所弁護士/國學院大學教授） 

司会・進行：清水博和（ふらっと船橋 所長） 

参加費： 資料代として 500 円 要申込み 定員 100 名（先着順）        

- 問い合わせ・申し込み –  

ふらっと船橋 ＜担当 清水・正木＞ 

TEL 047-495-6777  FAX 047-495-6776 

E-mail flat-funabashi@key.ocn.ne.jp 

お 知 ら せ 

 『相談員募集』！！ 

ふらっと船橋では相談員を

募集しております。相談支

援に関心のある方をお待ち

しています！ 

・応募にあたり資格要件に

関する詳細は、直接お問い

合わせ下さい。 

（相談支援専門員 等） 

047-495-6777 

 

●採用担当： 清水まで。 

 


